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第１章 監査の概要 

 

第１ 監査の種類 

   地方自治法第 252条の 37第１項の規定に基づく包括外部監査 

 

第２ 選定した特定の事件 

   西部総合事務所地域振興局が所管する伯耆国「大山開山 1300年祭」推進事業等及び生

活環境部が所管する第３回「山の日」記念全国大会に関する財務事務の執行について 

 

第３ 監査の対象とした理由 

鳥取県には、豊かな自然、多くの先人達が築き上げた歴史や文化の山「大山（だいせ

ん）」がある。大山は、自然公園法に定める大山隠岐国立公園の中核をなすとともに、古

くから信仰の対象とされ、平安時代には大山寺が開創されて江戸時代にかけて参詣者で

賑わった。 

平成 30 年度は、養老２年（西暦 718 年）に大山寺が開創されてから 1300 年の節目の

年であり、地元大山寺地区で開創法要、特別祈祷等の祭事や取組が行われるのに合わせ

て、大山山麓が一体となった、伯耆国「大山開山 1300年祭」というイベントを、鳥取県

が中心となって企画している。 

また、平成 26 年の祝日法の改正により、新たに８月 11 日が「山の日」と定められ、

平成 30年度に同じ大山圏域で「第３回『山の日』記念全国大会ｉｎ鳥取」が行われ、平

成 30年度は大山圏域にイベントや行事が集中した年であった。 

包括外部監査の監査テーマ選定にあたって、予算編成の過程等を検討したところ、「伯

耆国『大山開山 1300年祭』推進事業」と「第３回『山の日』記念全国大会ｉｎ鳥取」事

業に関する予算執行額が多かったこと、支出先が実行委員会等に対する負担金とするも

のが多くあったため、大山圏域のこの２つの観光事業に関する施策をテーマとすること

とした。 

実行委員会の財務事務は、いずれも県が事務局として実施（平成 30年度当時）してい

たが、県の直接の財務事務と異なり、会計部局等のチェック機能が働かないことから、県

の財政状態や多様化する県民のニーズを踏まえて、地方自治法第２条第 14 項及び第 15

項の規定による、これらの施策及び関連事業の経済性、有効性及び費用対効果からみた

効率性等について、包括外部監査人の立場から検討することは有意義と考え、包括外部

監査のテーマとして選定した。 

  

第４ 監査を実施した期間 

   令和元年６月 1日から同年 12月 31日まで 
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第５ 監査対象部局 

   ・伯耆国「大山開山 1300年祭」推進事業 

西部総合事務所地域振興局 

伯耆国「大山開山 1300年祭」実行委員会 

大山山麓観光推進協議会 

・第３回「山の日」記念全国大会 

  生活環境部 緑豊かな自然課（旧「山の日」大会推進課） 

第３回「山の日」記念全国大会実行委員会 

 

第６ 監査の方法 

   この監査の実施に当たっては、西部総合事務所地域振興局及び生活環境部が所掌する

伯耆国「大山開山 1300年祭」推進事業及び第３回「山の日」記念全国大会に係る補助金・

交付金、負担金及び委託料、並びに負担金を交付した実行委員会の補助金・交付金及び

委託料を主な監査対象としたうえで、事務の執行について関係法令に従って適正に行わ

れているか等の財務事務の監査の他に、経済性・効率性・有効性の観点を加味し、関係

書類の検討などによる監査を実施した。 

   本監査報告書においては、補助金・交付金、負担金及び委託料の各定義は、以下のと

おりである。 

 

１ 補助金・交付金 

特定の事業や研究等を育成又は助長するため、公益上必要な場合に対価なくして支出す

るものをいう。 

２ 負担金 

  任意に各種団体を構成しているとき、その団体の必要経費に充てるため構成各団体が取

り決められていた費用を支出するものをいう。 

３ 委託料 

県の事務、事業等を他の機関又は特定の者に委託して行わせる場合に、その反対給付と

して支出する経費をいう。 

 

第７ 監査の視点 

１ 地方自治法第 252条の 37によれば、包括外部監査人は、包括外部監査対象団体の財務

に関する事務の執行及び包括外部監査対象団体の経営に係る事業の管理のうち、同法第

２条第 14 項及び第 15 項の規定の趣旨を達成するため必要と認める特定の事件について

監査するものとされる。 
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 つまり、我々が行う監査は、住民福祉の増進を目的として、経済性、効率性、有効性を

追求し、地方公共団体がその事業等のあり方を新たな視点から見直し、地方行財政改革

を促す監査であることを期待され、行うものである。 

２ 私たち４人は、税理士である。税理士は、税に関する唯一の国家資格であり、仕事柄日

常において納税者たる県民の声を受け止める立場にある。その使命は申告納税制度の理

念に沿って適正な納税を進めることにあるが、その理念を推進させるには県民の行政へ

の信頼が不可欠であり、税の無駄使いは県民の納税意欲を減退させることになると考え

る。納税意欲と行財政改革は表裏一体であり、そういう意味で県民は、税の使われ方に大

変注目している。従って我々は、このたび包括外部監査を行うに当たって、その期待を背

負って納税者たる県民の目線で監査することを心がけた。 

３ 具体的には次の着眼点で監査した。 

(１) 補助対象の認定は適切か、補助金、負担金に公益上の必要はあるか。 

(２) 補助金等交付要綱、実行委員会規約は適切な内容で制定されているか。 

(３) 補助金、負担金の申請・決定・交付等の手続は適切か。 

(４) 補助事業等の実績報告は適切か。 

(５) 交付団体への指導、監督は適切か。 

(６) 委託契約の契約内容は適正か。 

(７) 委託金額の精査は適正に行われているか。 

(８) 委託先からの実績報告及び県における完了検査手続は適正か。 

(９) 費用対効果の検証は行われているか。 

 

第８ 監査手続 

   下記日程により、西部総合事務所地域振興局及び緑豊かな自然課（旧 「山の日」大会推進

課）から関係書類の説明を受け、ヒアリング及び監査を実施した。 監査後、担当課等と質疑

のやりとりを行い、報告書を作成した。   

監査対象機関  実施日  

予備調査（スポーツ課）  ７月 17日(水)  

予備調査（交通政策課、販路拡大・輸出促進課、食のみやこ推進課及び西

部総合事務所地域振興局）  
７月 18日(木)  

予備調査（生活環境部及び畜産課）  ７月 19日(金)  

本監査（緑豊かな自然課「旧 「山の日」大会推進課」）  ８月 28日(水)  

本監査（西部総合事務所地域振興局）  ８月 29日(木)  

本監査（緑豊かな自然課「旧 「山の日」大会推進課」）  11月 22日(金)  
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本監査（緑豊かな自然課「旧 「山の日」大会推進課」、西部総合事務所地

域振興局）  

11月 27日(水)  

上記の他に、外部監査人の事務所等で報告書の作成及び協議のための会議を実施した。  

 

第９ 包括外部監査の実施者 

   外部監査人      税理士  上原 武 

   外部監査人補助者   税理士  戸野 克則 

   外部監査人補助者   税理士  谷田 真基 

   外部監査人補助者   税理士  金森 実 

 

第１０ 利害関係 

包括外部監査の対象とした事件につき、外部監査人及び補助者は地方自治法第 252 条

の 29に規定する利害関係はない。 
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第２章 監査の概要及び結果 

第１ 西部総合事務所地域振興局 

１ 伯耆国「大山開山 1300年祭」推進事業 

 伯耆国「大山開山 1300年祭」のコンセプトや事業体系等は次のとおりである。 

（１）地域が一体となった一大ムーヴメント 

平成 30年は、養老２年（718年）に大山寺が開創されてから、1300年の節目の年。 

地元大山寺地区で開創法要、特別祈祷、特別なもひとり神事等、平成 30年のみの祭事・取

組が行われるのに合わせて、大山山麓の地域が一体となった一大ムーヴメント伯耆国「大山

開山 1300年祭」を展開。 

 

（２）1300年祭を通じて大山圏域の魅力をアピール 

大山開山 1300年祭では、大山圏域が有する様々な魅力を国内外にＰＲし、さらなる誘客・

地域活性化を図るため、「大山への祈り」をテーマとした大山寺・大神山神社などの地元主催

事業と「大山からの恵み」をテーマとした伯耆国「大山開山 1300年祭」実行委員会・自治体・

民間団体等の主催事業を通じて、様々な催し・取組・情報発信を行っていく。 

旧伯耆国（現在の県中西部）エリアを中心に、５月から 11月までの中核期間内に４つのシ

ーズンを設定して、大山や大山圏域の様々な魅力を満喫できる催しを切れ目なく展開。 

この地を訪れる方々の嗜好に合った「あなたの大山」を見つけられるようＰＲしていくとと

もに、もう一つの大きな魅力であるウィンタースポーツ等の「冬の大山」もＰＲしていく。 

 

（３）中核催事 

８月には、伯耆国「大山開山 1300年祭」記念式典、第３回「山の日」記念全国大会ｉｎ鳥

取を開催。 

記念式典では自然と共生してきた人々の営み、刀剣やたたらなどの歴史・文化を全国にアピ

ールし、「山の日」記念大会では自然保護憲章発祥の地、「一木一石運動」「キャリーダウンボ

ランティア」が根付いた「山を守る聖地・大山」をアピール。 

両催事を通じ、1300 年の歴史の中で生まれた、山を守り、山とともに生きる県民の姿、豊

かな山の自然に恵まれ、心豊かに暮らせる鳥取県の豊かさを県民の皆様、観光客の皆様と共

有し、また、全国にＰＲしていく。 

 

（４）1300年のレガシー継承、新たなレガシー創造 

伯耆国「大山開山 1300年祭」は、単なる一過性のイベントではなく、1300年にわたって大

切に育まれてきた大山圏域の歴史・自然・文化・暮らしに改めて地元の県民が目を向け、そ

の良さを再認識し、しっかりと承継しながら、次の 100 年に向けて地域がさらなる飛躍を遂

げるためのきっかけ、足掛かりとしていくものである。 
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（５）公式ロゴマーク 

 

 

（６）連携・推進体制 
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（７）事業の全体像 

 



8 

 

 

パンフレット 
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２ 伯耆国「大山開山 1300年祭」実行委員会事業 

平成 30 年度の伯耆国「大山開山 1300 年祭」実行委員会事業は総事業費 263,660 千円の

事業で、負担割合は県 1/2、市町村 1/2を基本としている。 

実行委員会の規約において、事務局は鳥取県西部総合事務所地域振興局内にあり、事務

局長は鳥取県西部総合事務所地域振興局長が就任する。 

また事務局規定により、事務局次長は鳥取県西部総合事務所地域振興局西部観光商工課

大山振興室長及び大山振興室に配置される参事の職にあるものと規定されており、事務局

職員は鳥取県西部総合事務所地域振興局の職員を充てるとなっており、鳥取県西部総合事

務所地域振興局が事務を統括する実行委員会となっている。 

実行委員会は県から 143,756 千円、市町村から 119,357 千円を負担金として交付されて

いる。 

また、実行委員会の会計規程によると、契約は原則として鳥取県の財務に関する諸規程

を準用することとなっており、会計に関し必要な事項は鳥取県の諸規程に準ずるものとす

ると定められている。 

実行委員会は鳥取県西部総合事務所地域振興局が主として運営しているものであり、鳥

取県の諸規程に準拠したものであるため、補助金や助成金などの支払いや契約についても

監査の対象として選定した。 

 

（１）伯耆国「大山開山 1300年祭」実行委員会主催事業 

 ア 事業の概要 

     実行委員会主催の主な事業は次のとおりである。 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 主な事業       事業の概要 

大 山 の 恵

み を 感 じ

る プ ロ ジ

ェクト 

特別展示「大山山麓の至宝」

～「大山」ゆかりの刀を中心

に～ 

米子市美術館において、大山山麓の刀剣文化を背

景とした大山ゆかりの名刀の数々や大山の重宝を

特別展示。（入館者数 4,478人） 

秋のたいまつ行列 

～継承・次の 100年～ 

毎年、大山夏山開き祭（前夜祭）で行われるたいま

つ行列を秋にも実施。（参加者数約 800人） 

大山山麓の謎解き宝探し 圏域内に点在する地域の観光資源を謎解きストー

リーにより結びつけ、ゲーム感覚で歴史・文化等

に触れながら楽しくまち歩きを行える体験型イベ

ントを実施（延べ 5,808人がクリア） 

大山講座 自然体験、歴史探訪等、大山のフィールドを活か 

した野外講座を開催。 

 開催回数：5回（延べ参加者数約 360人） 

緑 の プ ロ 伯耆国「大山開山 1300年祭」 大山博労座駐車場特設ステージにおいて、エフエ
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ジェクト ～星空コンサート～ 

 

ム山陰によるＪＦＮ24局ネット「要のある音楽」

の公開録音を実施。 

ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ

サミット 

 

SEA TO SUMMITを開催する全国各地の 12会場の知

事等関係者がサミット発祥の地「皆生・大山」に集

結し、大会 10 年の軌跡と成果を確認するととも

に、共同宣言を取りまとめた。 

皆生・大山ＳＥＡ ＴＯ 

ＳＵＭＭＩＴ 10ｔｈア 

ニバーサリー大会 

 

動力を使わず海から山頂までを踏破しながら、自

然の循環に思いをはせる環境型スポーツイベント

「SEA TO SUMMIT」の 10回目の記念大会の実施に

当たり、10回記念環境シンポジウムを開催し、大

山の魅力やアウトドアスポーツの聖地としてのＰ

Ｒを実施。 

大山夏山開き祭 

 

夏山の安全祈願とあわせてご神火のたいまつ行列

を実施し、夏山シーズンの大山の魅力を広く県内

外にＰＲした。 

新しい「大山詣り」ホーリー

トレイル大会 

 

かつて大山詣りに供された古の大山道を信仰の道

「ホーリートレイル」として整備し、大山詣りや

牛馬市などの日本遺産のストーリーを体感できる

ロングトレイルルートとしてＰＲする大会を開

催。 

大山の大献灯 

 

和傘、絵灯籠が夜の大山を幻想的にライトアップ

する、大山夏の風物詩「お盆の大献灯」を開催。例

年はお盆の 3日間の開催だが、8月及び 9月の計 9日

間開催した。 

大山「星」のフェスティバル 自然環境豊かで、星空観賞の適地である大山圏域

の魅力を広く周知するため、解説付き星空ウォッ

チングと併せて、プラネタリウム、トークイベン

ト等を実施。 

 ５会場で開催（延べ参加者数約 3,680人） 

水 と 食 プ

ロ ジ ェ ク

ト 

大山の恵みＰＲ事業 グルメフェスタへの出店や情報誌への記事掲載、

「大山の恵みグルメマップ」の配布等により、こ

れまでに創作した大山開山 1300 年祭記念料理等

おもてなし料理や、大山の恵みをＰＲし、大山圏

域の水と食の魅力をアピールした。 
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イ 決算額 

決算額 総事業費 109,187千円 県負担額 54,594千円(1/2) 

 

ウ 監査の結果 

特に意見・指摘事項はない。 
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（２）市町村協働・連携事業 

ア 事業の概要 

伯耆国「大山開山 1300年祭」の更なる盛り上がり、誘客促進または圏域の魅力向上に

資する事業に補助金を交付している。 
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主な補助対象事業は次のとおりである。 

（ア）大山の恵みを感じるプロジェクト 

ａ 米子城・地蔵信仰活用誘客促進事業（米子市） 

 〇補助対象者：米子城跡ライトアップ実行委員会（補助率 10／10） 

米子城や城下町（下町）エリアに数多く所在する地蔵札所・祠等を、大山の

すそ野に行きわたった地蔵信仰、日本遺産のストーリーを味わえる観光スポッ

トとしてＰＲし、観光地としての米子城・城下町周辺地域の周遊を促進すること

を目的として、米子城跡のライトアップと米子城フェスタを実施した。 

 

 

        

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米子市ＨＰより 

米子城フェスタのパンフレットには、伯耆国「大山開山 1300年祭」のロゴマ

ーク（以下、「ロゴ」という）も 1300年祭関連の記載もない。 
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米子市ＨＰより 

ロゴは使用されているが、主催は補助対象者の米子城跡ライトアップ実行委員会では

なく、米子市・米子市教育委員会となっている。 
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ｂ 伯耆因幡・鳥取県の郷土刀展（倉吉市） 

〇補助対象者：鳥取県の郷土刀展実行委員会（補助率 10／10） 

古来、鳥取県は中国山地の良質な砂鉄を原料とする「たたら製鉄」が盛んで

あり、刀剣をはじめとする鉄製品の産地として広く知られていた。伯耆安綱を

はじめとする刀鍛冶が活躍し、多くの刀匠を輩出している地域であり、近年幅

広い層から注目されている刀剣を通じて、大山東麓の豊かな恵みによってもた

らされた技術や文化、歴史を広く紹介した。 

 

倉吉市ＨＰより 

 



16 

 

ｃ 古代ロマン観光周遊ルートサミット（南部町） 

〇補助対象者：古事記ゆかりの地神話と食のまつり実行委員会(補助率 10／10) 

「古事記」等、古代神話を活用した観光まちづくりに取り組む地域や団体が一堂

に会し、複数の地域を繋ぐ周遊ルートの構築、ブランディング、地域への啓発を

行うことを目的に、日本神話にある「大国主命（オオクニヌシノミコト）再生神

話」ゆかりの神社「赤猪岩（あかいいわ）神社」のある南部町で、古代ロマンを

探るサミットと食の祭りを開催した。 

 

大山開山 1300年祭実行委員会ＨＰより 
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ｄ 名刀展～森井父子三人の仕事～研師 偲訓、鐵太郎、鞘師 敦央～（日南町） 

〇補助対象者：日南町(補助率 10／10) 

大山開山 1300年を記念して、「たたら製鉄」が栄え、かつて日本一と呼ばれ

る和鉄を生産していた日南町において、米子市出身の刀職人森井親子の展覧

会・関連事業を開催した。 

 

鳥取県ＨＰより 
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ｅ 奥日野たたら製鉄体験（日野町） 

〇補助対象者：奥日野たたらの里づくりプロジェクト実行委員会 

(補助率 10／10) 

奥日野地域で古来より受け継がれた「たたら製鉄」の仕組みやその歴史につ

いて、各種体験を通じて楽しみながら学ぶことで、奥日野及び大山圏域の魅力

向上を図ることを目的に「第５回 平成のふいご祭り」を開催した。 

 

大山開山 1300年祭実行委員会ＨＰより 
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（イ）緑のプロジェクト 

ａ 水木しげるロードリニューアルオープニングイベント（境港市） 

〇補助対象者：水木しげるロード・リニューアル大作戦本部(補助率 10／10) 

地域に根付く妖怪文化や大山圏域の夜の魅力をＰＲし、宿泊客の増に結び付

けることを目的に、「すべての人にやさしく、誰もが楽しめる道づくり」を掲げ

てリニューアルした水木しげるロードにおいて、妖怪と親しみながら、妖怪の

世界や街の灯りや夜の賑わいを楽しむイベントを開催した。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リニューアル大作戦ちらし（裏） 境港市ＨＰより 
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 水木しげるロード・リニューアル大作戦本部は境港市産業部通商観光課が窓

口であり、本部長は境港市長である。 

 

 

 事業計画書には「大山開山 1300年祭」に関連づけた説明はない。 

 また、伯耆国「大山開山 1300 年祭」実行委員会の補助金交付決定に係る支

出負担行為書の概要説明欄も下記のとおりとなっており、大山や 1300 年祭と

関連づける内容となっていない。 
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 また、実績報告書も大山や 1300年祭関連について記載がない。 
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 成果のアンケート結果で「水木しげるロードを訪れた観光客のうち約２割の

人が伯耆国圏域の他の観光地を訪れ」くらいが協働・連携事業に関係があると

思われるが、提出を受けた資料を見ても「水木しげるロード・リニューアル」

のことしか記載されていないため、単に水木しげるロードのリニューアルセレ

モニー等の費用を負担しただけのように思われる。 
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ｂ 奥大山古道ウォーク（江府町） 

〇補助対象者：奥大山古道保存協議会(補助率 10／10) 

奥大山古道を歩き、後醍醐天皇ゆかりの「御机だんご汁」や栽培が盛んにな

ってきている「奥大山そば」の振る舞い、地元の新鮮野菜と新米の販売や、伝

統の「下蚊屋荒神神楽」の鑑賞などを楽しむウォークイベントを開催した。 

 

江府町ＨＰより 
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ｃ 東大山古道トレッキング（倉吉市・琴浦町） 

 〇補助対象者：法人Ｕ(補助率 10／10) 

東大山エリアを舞台に、歴史をたどるロングトレイルや関金温泉と旧国鉄倉

吉線廃線跡を巡るトレイル、大山滝のトレイルなど、さまざまなコースのトレッ

キングを実施。 

 

倉吉市ＨＰより 
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ｄ 日本一のホタル観賞を目指す「福万来ホタル乃国」プロジェクト（日南町） 

  〇補助対象者：日南町観光協会(補助率 10／10) 

ヒメボタルとゲンジボタルの競演が見どころの福万来のホタル観賞地にて、

遮光ネット設置等の保護活動やシャトルバスの試験的運行など、環境への負

荷低減と持続可能な観光誘客を両立させる取組を推進。 

 

日南町観光協会ＨＰより 
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日南町観光協会ＨＰより 

 

  



27 

 

（ウ）水と食プロジェクト 

ａ 地ビールフェスタ伯耆国“大山”（伯耆町） 

 〇補助対象者：地Ｂｅｅｒ Ｆｅｓｔ大山実行委員会(補助率 10／10) 

人気の地Ｂｅｅｒ Ｆｅｓｔ大山を、1300年祭記念イベントとして開催。 

大山開山 1300年祭記念限定醸造ビール「大山の香るラガー」をはじめとす

る地ビールの提供を通じ、大山山麓の水の素晴らしさを全国にアピールした。 

 

大山開山 1300年祭実行委員会ＨＰより 
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ｂ 大山開山 1300年祭記念 奥大山うまいもんフェスティバル（江府町） 

 〇補助対象者：江府町(補助率 10／10) 

大手飲料メーカーのＣＭの舞台に起用され、多くの人が訪れるスポットとな

った奥大山で、大山の恵みを受けた「食」や「大山」の素晴らしさを体感して

もらうとともに、地元の食の提供を通じ、地域の活力としていくことを目的に

地元素材を生かした食のフェスティバルを開催した。 

 

大山開山 1300年祭実行委員会ＨＰより 

ロゴの使用はあるが、ＰＲ文は前年のものと同じであった。 
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イ 決算額 

決算額 総事業費 51,219千円 県負担額 25,609千円(1/2) 

 

ウ 監査の結果 

（ア）事業のＰＲについて【実行委員会に対する意見】 

平成 30年度伯耆国「大山開山 1300年祭」協働・連携事業補助金実施要項（以下

「実施要項」という）によれば、「事業の実施に当たっては、チラシ、パンフレッ

ト、ＨＰ等に伯耆国「大山開山 1300年祭」の公式ロゴマークを掲載するととも

に、事業実施を通じて、伯耆国「大山開山 1300年祭」のＰＲ、大山圏域の魅力向

上が図られるよう可能な限りのＰＲを行ってください。」となっている。 

     しかし、パンフレット等にロゴマークの掲載のないもの、毎年実施しているイベ

ントにロゴマークを使用しただけと思われるもの、1300年祭や大山（圏域）との

関連が一見しただけでは不明なものが見受けられる。 

     この補助事業の目的は、伯耆国「大山開山 1300年祭」や大山（圏域）の魅力を

全国に向けてＰＲするものであるため、伯耆国「大山開山 1300年祭」実行委員会

は、各補助団体に対し、大山や 1300年祭とのつながりを前面に出したＰＲとする

よう徹底すべきだったと考える。 

 

（イ）市町村への補助について【実行委員会に対する意見】 

   伯耆国「大山開山 1300年祭」実行委員会には、県のほか、県中西部の市町村が

負担金を支出している。（負担割合 県１／２、市町村１／２） 

   実施要項の「補助金事務の流れ」では、市町村は事業実施団体（補助団体）と連

携して事業の企画・調整を行うこととなっているが、補助事業の中には、直接、町

が事業実施団体として補助を受けているものがある。 

町の負担金の算定には、当該補助事業（イベント）の実施に要する経費の１／２

相当額が含まれている（複数の市町村で１/２相当額を分担する場合もある）。負担

金を支払っている町が、当該補助事業を町主催事業として直接補助金を受領するこ

とは、実質的に県負担金を上乗せして返金している形になるので、市町村ではない

実行委員会等の団体を補助対象とすべきだったと考える。 

 

1300 年祭実行委員会会計 

県負担金  

１／２ 

市町村負担金 

 １／２ 

補助金 10/10 

負担金 

県  
町 

負担金 
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（３）大山圏域魅力向上に向けた民間団体等の取組支援 

ア 事業の概要 

 伯耆国「大山開山 1300年祭」の情報発信を促進する取組や、大山圏域の魅力向上と

その継続・発展、担い手となる人材確保・育成に資する取組を実施する団体等を支援

するため、大山圏域魅力向上補助金を交付している。 

 鳥取県補助金等交付規則等を準用して行っている補助金交付事業であり、「大山圏

域魅力向上補助金交付要綱」を作成して、補助金募集を行っている。 

 

 

補助金の申請時期は実行委員会の会長が定めることとしているが、当初の募集（１次

募集）で要件を満たす申請が少なかったため２次募集を行った。 

 

 

審査は実行委員会が設置した審査会で行っている。 

 

 

補助限度額は、20万円と定められている。 
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イ 決算額 

決算額 総事業費 4,598千円 県負担額 2,299千円(1/2) 

 

ウ 監査の結果 

（ア）同一団体による補助金の複数申請について【実行委員会に対する意見】 

団体Ｂと団体Ｃは、１次募集と２次募集の両方に別事業で応募し、補助金を２回受

けている。 

 上限２０万円の２回分で１団体が４０万円受領しているが、「１次採択を受けた団

体が別事業を行う場合は２次採択を受けられない」との規定はないので問題ないと担

当課より説明を受けた。そうであるなら事業を別にすれば同じ団体が何事業でも申請

し採択されれば、補助金を受けることができる。 

当該補助金は多く県民の方に有効に活用してもらうことを目的として補助限度額を

設けていると考えられ、何件もの補助金申請を行い、１団体が限度額の２０万円を超

えて補助金の交付を受ける行為は目的の趣旨に反しており問題であると考える。 

 

（イ）申請書の審査について【実行委員会に対する意見】 

団体Ｂと団体Ｄは、大山圏域魅力向上補助金の外、県補助金である『第３回「山の

日」記念全国大会』機運醸成支援事業補助金の申請も行っている。 

補助金申請書に、同一事業で補助金の重複支給がないか確認するための項目として、

「５・その他 （１）他の補助金の活用の有・無 欄」を設けており、有・無の記載を

求めることとしているが、記載がなかった。事業実績を確認したところ、それぞれ別

事業として実施しており、重複した経費はなかったが、大山圏域における多種多様な

補助事業がある中、重複申請が行われることがないよう、県・市町村等他の団体から
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の補助事業の受給状況についても申請段階で確認することを求める。 
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（ウ）募集方法について【実行委員会に対する意見】 

 大山圏域魅力向上補助金の募集要綱は、以下の通りである。 

〔１次募集要項〕 

 

募集締め切りを平成 30年４月 23日と定めており、採択団体の発表を５月上旬と定め

て実施しているが、「25事業程度を採択予定。採択条件を満たさない事業が多数の場合

は 25事業未満となる場合もあります。」と記載している。 

 今回の募集で採択されたのは 14事業で全事業に対して補助金が支払われている。 

 しかし 25事業に満たなかったため２次募集を行っている。 
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〔２次募集要項〕 

 

 平成 30 年５月 25 日に募集開始し、７月 11 日に採択団体の発表を行って９事業を採

択し全事業に補助金を交付している。 

 平成 29 年度も同様に２次募集（１次募集で補助金を受給した者も応募）を実施して

いるが、採択要件を満たす応募者が少ないのであれば、採択団体を減らすべきではない

かと考える。 

  

（４）1300年祭及び大山圏域の魅力の広報ＰＲ 

ア 事業の概要 

 旅行ガイドブックや雑誌等での広報、パンフレット等作成、チューリップマラソン等

での広報・ＰＲを行う事業であり、県外向けでは観光誘客を主とし、県内向けでは、観
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光誘客に加え、地域の魅力の再発見、地域資源の掘り起こし、磨き上げのための機運醸

成・広報を推進している。 

 行政においては県政だよりや市町村広報における 1300年祭関係記事の連載、民間にお

いては 1300年祭特集の掲載により、圏域が一体となって情報発信を行い、観光客や県民

が様々な場面で情報を得られるように取り組んだ。 

 また実行委員会主催事業及び市町村協働・連携事業で行われる各種イベントにおいて、

他のエリアでのイベント情報等を広報し、大山や大山山麓を嗜好する層に効果的に情報

を提供して周遊性を高めることができた。 

 広報媒体を利用したＰＲ・情報提供も行っており、公式ホームページによるイベント

情報等の発信し、大山の魅力を紹介している。 

 

イ 決算額 

決算額 総事業費 57,710千円 県負担額 28,855千円(1/2) 

 

ウ 監査の結果 

特に意見・指摘事項はない。 

 

 

（５）伯耆国「大山開山 1300年祭」記念式典等関係事業 

ア 事業の概要 

 伯耆国「大山開山 1300 年祭」を機会に、「自然との共生」をテーマとして、「失われ

やすい自然を守りながら、豊かな自然の中に生きること」の重要性・普遍性、さらに、

ハンディキャップ等の有無に関わらず誰もがその自然の豊かさを満期できるような『新

しい自然との共生』の必要性について全国に発信するための記念式典と、来賓・関係者

を招待してレセプションを開催した。 

 

イ 決算額 

   決算額 25,399千円（県負担額 10/10） 

 

ウ 監査の結果 

負担金の戻入について【県に対する意見】 

伯耆国「大山開山 1300年祭」記念式典等開催事業費として 26,565千円が予算計上さ

れ、伯耆国「大山開山 1300 年祭」実行委員会負担金として精算払で支払われているが、

1,166,464円が節減された額として戻入されている。 

実行委員会への負担金の支出にあたっては、実行委員会からの請求書（添付書類として、
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委員会規約、予算書等（請求額が収入として計上されているかどうかの確認資料））をもっ

て交付しており、また実績報告についても報告を求めることとはなっていない。 

また、支払時に返還があることを想定していないことから、支払区分は「精算払」とさ

れているため、戻入を行う際の区分は「過誤払戻入」とされている。 

このような、戻入の可能性がある負担金については、鳥取県補助金等交付規則に規定す

る「負担金交付要綱」を制定し、概算払や額の確定に伴う精算手続等について、あらかじ

め定めておくことも検討すべきではないかと考える。 

 

３ 大山山麓観光推進協議会ＤＭＯ推進調査部会（特別会計）事業 

 （１）大山圏域の広域観光受入体制・環境整備 

ア 事業の概要 

この事業は大山山麓観光推進協議会（ＤＭＯ推進調査部会）が行っている。 
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大山山麓観光推進協議会は鳥取県西部総合事務所長が会長となり、事務局は鳥取県西

部総合事務所地域振興局（西部観光商工課）が担うこととなっている。また、事務局長は

地域振興局長の職にある者をもって充てることとなっている。 

大山山麓観光推進協議会の会計規程によると、契約は原則として鳥取県の財務に関す

る諸規程を準用することとなっており、会計に関し必要な事項は鳥取県の諸規程に準ず

るものとすると定められている。 

大山山麓観光推進協議会は鳥取県西部総合事務所地域振興局が主として運営している

ものであり、鳥取県の諸規程に準拠したものであるため、補助金や助成金などの支払い

や契約についても監査の対象として選定した。 

 

協議会事業費に係る負担金の総額は 50,000千円で、半額の 25,000千円を県が負担し、

この負担額を協議会で 4事業に分けて支出している。 

事業名 予算額 

ＤＭＯ事業推進・大山パワーブランド化推進事業 14,000千円 

広域観光連携体制整備事業 8,000千円 

大山エコトラックシステム構築事業 13,000千円 

周遊バスと情報提供アプリによる周遊促進事業 15,000千円 

合   計 50,000千円 

 

（ア）ＤＭＯ事業推進・大山パワーブランド化推進事業 

(株)Ｅに随意契約の形で事業を委託している。 

内容は下表のとおりである。 

実施項目 内容等 

大山ワンダー事業 

（ブース出店、プロモーショ

ン） 

・大阪ミナミ夏祭り 2018＆にぎわいフェスタ 

・道頓堀リバーフェスティバル 

・広島フードフェスティバル 

・秋の BSSまつり 
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情報発信テレビ番組の制作及

び放送 

ＪＮＮ中四国６局ネット番組「大山に恋して～大山

開山 1300年祭 満喫女子旅～」 

※エンドロール特別協力 大山山麓観光推進協議会 

「講演会」実施、香港インバウ

ンドセミナー 

・講師 近兼 敏（滋賀大学特任教授） 

・演題「大山パワーブランド～ＦＡＮ ＡＴ ＤＡ

ＩＳＥＮ ＳＵＫＩ ＳＵＫＩ ＤＡＩＳＥＮ」 

インバウンド推進事業 
・台湾テレビ 

・韓国 月刊誌 

「大山ブランド会」タイアップ 
・ふるさと納税お礼品ガイド 

・大山ブランドパンフレット 

 

（イ）広域観光連携体制整備事業 

負担金として、下表のとおり支出している。 

事業者名 事業名 負担金額 

組合Ｆ 大山山麓・日野川流域つながる

マルシェｉｎエルモール事業 

2,620,000円 

組合Ｇ 皆生温泉地域スポーツ・エコツ

ーリズムコーディネイト事業 

965,568円 

協会Ｈ Ｕバウンド事業負担金 3,000,000円 

めざましライブ～日本お元気

キャラバンｉｎ米子実行委員

会 

めざましライブ～日本お元気

キャラバンｉｎ米子 負担金 

477,062円 

 

（ウ）大山エコトラックシステム構築事業 

ａ 大山エコトラックアプリ運用管理業務 

平成２９年度に(株)Ｉに委託して開発したスマートホン向けアプリ「ＤＡ

ＩＳＥＮ ＮＡＶＩ」の保守委託契約である。 

委託料は 4,276,800 円（うち税等 316,800 円）で、月々330,000 円（税抜

き）の契約となっている。 

開発者が(株) Ｉであるため、随意契約としての理由も納得できる。 

 

ｂ 大山エコトラックシステム構築事業 

大山エコトラックシステム（プロモーション）構築事業委託業務として、

団体 Jと業務委託契約を締結している。 

委託料は 7,805,160円（うち消費税等 578,160円）である。 
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業務内容は、「鳥取大山の冬に特化したプロモーション映像の作成及び情報発

信」、「鳥取大山の冬に特化したスノーツアー商品の造成、モニターツアーの実

施」、「インバウンドを意識した次年度以降につながる企画の提案」、「実施スケ

ジュール及び実施フロー」である。 

 

（エ）周遊バスと情報提供アプリによる周遊促進事業 

二次交通バスの周遊運行実験及び定額タクシーの運行実験を行うため、運行

事業者に対して補助金を交付している。 

バスは「だいせんミニループバス」として（株）Ｋが運行しており、定額タク

シーは協会Ｌが行っている。 

また、スマホ及びタブレットＰＣに対応した情報提供アプリの運用を(有)Ｍに

委託している。 

予算額は下表のとおりである。 

項目 予算額 

大山山麓圏域周遊バス運行促進事業委託料 9,720千円 

大山山麓圏域観光情報発信業務委託料 2,973千円 

大山山麓二次交通運行支援補助金 1,974千円 

 

イ 決算額 

決算額 総事業費 46,503千円  県負担額 23,252千円(1/2) 

 

ウ 監査の結果 

（ア）負担金の支払いについて【協議会への意見】 

広域観光連携体制整備事業の負担金は、組合Ｆ等から事業負担金として請求

があり、その請求書に基づいて支払われている。 

地方財務実務提要における負担金の概説を参考にすると、「任意に各種団体 

を地方公共団体が構成しているとき、その団体の必要経費に充てるため構成各

団体が取り決められていた費用を支出する場合」となっている。 

めざましライブ～日本お元気キャラバンｉｎ米子実行委員会のように構成員

になっているものもあるが、組合Ｆのように、大山山麓観光推進協議会が構成

員ではないものについても負担金として支払っている。 

負担金ではなく経費の助成金等として支払うべきだと考える。 

 

（イ）大山山麓観光二次交通運行支援補助金について【協議会への意見】 

協会Ｌが自己財源が乏しいことを理由に平成 30 年 5 月に 1,000,000 円及び
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平成 30 年 10 月に 974,000 円を支払い、平成 31 年 3 月に 421,100 円の返戻を

受けている。 

自己財源が乏しいという理由で概算払をするのであれば、資金流用を防ぐた

めにも実績を超えないように支払うべきだと考える。 
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第２ 生活環境部 

１ 第３回「山の日」記念全国大会運営事業 

『第３回「山の日」記念全国大会ｉｎ鳥取』の開催に合わせて国内外から多数の来場者が見

込まれることから、記念式典・シンポジウムを通じて国民の祝日「山の日」の制定趣旨の周

知を図るとともに、大山に代表される本県全域の自然の素晴らしさやその恵みについて来場

者にＰＲすることにより、大会及び伯耆国「大山開山 1300年祭」の盛り上げを図り、本県へ

のリピーター確保を目的としている。 

 

〔大会理念〕 

 鳥取県・大山は、古来より「神在（い）ます山」と称され、日本遺産にも認定され

た地蔵信仰などにより大切に守られてきており、地元関係者と登山者とが一体となっ

て、山頂の植生回復に向けた「一木一石運動」に取り組み、自然保護の全国民的な憲

章である「自然保護憲章発祥の地」としても広く知られるなど「山を守る聖地」であ

ります。 

 また、「山の日」の制定に合わせて、山岳関係者や国、県、市町村等が連携して、

「山の日」を語る集会や登山者向けマナーアップキャンペーン等を展開し、地域の山々

を舞台に山に親しむ機会の創出を鳥取県一丸となって進めてきました。 

 第３回「山の日」記念全国大会ｉｎ鳥取では、こうした山を愛する人たちによって

紡がれてきた思いを次の世代に引き継いでいくとともに、大山を舞台に、「山に親し

む機会を得て、山の恩恵に感謝する」ことに対する国民全体の理解を深め、障がい者、

外国人、高齢者などを含むすべての方々が我が国の貴重な財産である山の素晴らしさ

を満喫し、「山」が有する豊かな魅力が国内外にアピールされる大会です。 

 

 

〔日程〕 
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〔大会ＰＲポスター（開催決定）〕 

 

平成 29年 8月に第３回「山の日」記念全国大会実行委員会及び運営委員会を組織し、事業

会計の策定及び大会広報を行っている。 

 実行委員会規約により事務局は鳥取県生活環境部「山の日」大会推進課に設置している。 

 会長は鳥取県知事となっており、副会長が（一財）全国山の日協議会副会長、米子市長及
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び大山町長と規定されている。 

 

 鳥取県は実行委員会への負担金として 41,000千円を交付しており、実行委員会事業と県事

業は下表のとおりである。（実行委員会の会計年度は規約により、平成 29 年 8 月 29 日～平

成 30年 12月 31日） 

 

〔第 3回「山の日」記念全国大会 in鳥取開催に係る実行員会事業と県事業の状況 〕 

区 分 催事名 
実施主体及

び会計年度 
委託契約の概要 

「 山 の

日」記念

全 国 大

会 in 鳥

取 

レセプショ

ン(前日) 

 

実 行 

委員会 

 

H29.8.29～

H30.12.31 

実施計画策定業務 

契約方法：プロポーザル方式（４グループが参加し、

（株）Ａを代表者とするグループ（構成員

３者）を選定） 

契約金額：1,499千円 

業務内容：実施計画（式典行事、宿泊・輸送計画、広

報計画等）策定業務 

 

記念式典実施運営業務 

契約方法：（株）Ａを代表者とするグループ（構成員

５者）との１者随意契約 

契約金額：50,760千円 

業務内容：記念式典、シンポジウム、エクスカーショ

ンの実施（主会場：大山総合体育館） 

 

 

 

記念式典 
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安 全 対

策費 

空調設備費 

（注：記念

式典の暑さ

対策） 

 

県 

H30年度 

記念式典会場への空調設備設置業務 

契約方法：（株）Ａを代表者とするグループ（構成員

５者）との１者随意契約 

契約金額：8,260千円 

業務内容：実行委員会が行う記念式典の会場への空調

設備設置（設置場所：大山総合体育館） 

歓 迎 フ

ェ ス テ

ィバル 

森の恵み感

謝祭 

県 

H30年度 

歓迎フェスティバル実施計画作成及び運営業務 

契約方法：（株）Ａを代表者とするグループ（構成員

２者）との１者随意契約 

契約金額：14,999千円 

業務内容：森の恵み感謝祭（大山国体広場）、里の恵

み感謝祭（米子市公会堂前広場～える・も

ーる）の開催 

里の恵み感

謝祭 

 

第３回「山の日」記念全国大会に向けて全県での機運醸成及び盛り上げを図る平成 30 年度事業

【県実施事業】 

事業名 内  容 

国立公園満喫プロジェクト等

推進事業 

国の「国立公園満喫プロジェクト」のモデル地域に選定

された大山隠岐国立公園において、外国人観光客や交流人

口の増加に繋げて行くため、ステップアッププログラム２

０２０に基づき、重点取組地区の施設改修等、外国人観光

客等の受入環境の充実を図る。 

第３回「山の日」記念全国大会の開催により、県内外か

ら多数の観光客が訪れるため、それら観光客をリピーター

として取り込み、今後の誘客につなげるため、ソフト及び

ハード両面の整備を行う。 

「とっとりの山」魅力発信事業  

 (1)第３回山ガールサミッ

ト in鳥取大山の開催 

女性を対象とした山歩きや、ファッションショー等のイ

ベント開催により、全国に向けて新たなトレンドを発信す

る。 

(2)第３回わかさ「氷ノ山」

山フェスの開催 

地元市町村、兵庫県と連携して「山の日」の意義や氷ノ

山の自然の魅力を情報発信、体験するイベントを開催す

る。 

(3)「とっとりひと筆書き

トレイルルートマップ」の

近年盛り上がりを見せている「ロングトレイル」のルー

トとして、県内最長の 323.8㎞に及ぶ中国自然歩道等をＰ
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作成 Ｒする。 

(4)自然体験活動・自然保

護普及啓発 

氷ノ山キャリーアップボランティア、三徳山ふれあい自

然体験教室、大山キャリーダウンボランティアを開催す

る。 

(5)とっとりの自然の豊か

さと山の魅力発信事業補

助金 

「山の日」記念全国大会を契機として、県内全域におけ

る山の魅力発信と大会の機運醸成を図るため、山の魅力を

発信する既存のイベント（記念大会として拡充部分）に対

して支援する。 

補助率：＜民間団体＞10／10（上限 200千円／件） 

＜市町村＞    1／2（上限 100千円／件） 

 

（１） 第３回「山の日」記念事業 実行委員会負担金（県実施事業） 

ア 事業の概要 

第３回「山の日」記念全国大会を本県に招致し、大山開山 1300年祭の核として位置づ   

けることで、自然保護意識の更なるかん養につなげるとともに、大山の自然・歴史・文

化を広く内外に発信することにより、全国からの誘客促進を図る。 

 

 イ 決算額 

   決算額 総事業費 64,000千円 県負担 41,000千円 

 

ウ 監査の結果 

（ア）県負担金の早期支出【県に対する意見】 

平成 29 年９月 20 日に負担金 41,000 千円全額を実行委員会に支払っているが、そ

の内訳は、平成 30年 8月開催の記念事業の開催経費となっている。 

実行委員会事務局職員は県職員が兼務しており、支払時期についても、あらかじめ

配慮することができる立場にあると思われ、平成 29年度、平成 30年度の事業として

債務負担行為を設定しているのであれば、平成 29年度、平成 30年度それぞれの支出

計画等に応じた額を支出するべきで、平成 29年 9月 20日に全額支出する行為は時期

が早すぎるのではないかと考える。 
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（イ）事業の実施主体について【県に対する意見】 

記念式典会場への空調設備設置業務について、実行委員会が実施する式典運営業務に

もかかわらず、県が空調設備を設置している。 

実行委員会事業の運営に関わるものであれば、実行委員会が行うべきものであり、同

時期に開催されている伯耆の国「大山開山 1300年祭」推進事業では、記念式典事業を県

実施事業としてではなく、県が全額（10/10）を実行委員会に支出し、実行委員会事業と

して実施しているように、同一の者が実施すべきと考える。 

 

（ウ）公募型プロポーザルの公募内容について【実行委員会に対する意見】 

実行委員会の公募型プロポーザルにおいて、「歓迎フェスティバル」及び「記念式典

会場となる大山総合体育館への空調設備の設置」については、県事業であるにもかかわ

らず、実行委員会が発注するかのように記載されており、実態と異なっている。 

また、県事業である歓迎フェスティバルについて、大会の運営・実施について受注

する者との随意契約を想定しているとの記述もあり、県と実行員会の役割分担が混同

されている。 

公募に当たっては、事業内容を精査し、正しい内容で行うべきと考える。 

 

〔第 3回「山の日」記念全国大会 in鳥取実施計画策定業務に係る公募型プロポーザル実施要領（抜粋）〕 
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〔業務委託仕様書〕 

 

 

 

 

２ 森・里の恵み感謝祭ａｔ第３回「山の日」記念全国大会 

（１）歓迎フェスティバル 

ア 事業の概要 

全国大会の参加者や県内外のアウトドア愛好家、地元で山や自然に触れる機会が少ない

方などに、本県の山を含む自然の魅力や素晴らしさと恵みを感じてもらうため、３会場で歓

迎フェスティバルを開催する。 
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（ア）森の恵み感謝祭（大山国体広場） 

大会式典に併せて、本県の山の恵みを体感してもらうため、県内各地の木工製品等を紹介

するイベントや森が育んだ「うまいもの市」などを開催した。 

 

会場配置図 
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歓迎ゲート            グルメブース 

（イ）里の恵み感謝祭（米子市公会堂周辺） 

大会シンポジウム会場周辺において、大山を中心とする山から里にかけての産品や文化芸

能に親しむイベント等を開催するほか、大山の地蔵信仰によって育まれた歴史的景観を活

かす催事を展開した。 

  

会場配置図 

 

ひまわり駐車場             よなご・マルシェ 
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（ウ）ステージイベント（米子市公会堂） 

誰もが楽しむことができる本県の山の魅力を発信するため、本県の山を代表とする自然を

テーマとした演劇などのステージイベントを地元文化団体と連携して開催した。 

 

鳥取県警察音楽隊の演奏と名和小学校児童による合唱 

 

イ 決算額 

決算額 14,999千円 

 

ウ 監査の結果 

（ア）歓迎フェスティバルの業務委託契約について【県に対する指摘事項】 

「実施計画策定及び運営業務」の委託契約をプロポーザル受注業者（株）Ａを代表者と

するグループが１者随意契約で受注しているのは、地方自治法施行令第 167条の２第 1項

第２号に定める随意契約理由（契約でその性質又は目的が競争入札に適しない場合）に該

当（担当課の説明として「山の日」記念式典を実施運営する業者に任せることで、会場運

営から当日の催事の運営が円滑に行える）と説明を受けたが、記念式典と歓迎フェスティ

バルの会場は、大山国体広場及び米子市公会堂周辺であり、（株）Ａを代表者とするグル

ープでしか実施する事が出来ないという理由にはならない。 

実行委員会が実施する事業であれば既発注の追加として１者と随意契約することも理

解できるが、歓迎フェスティバルは県の事業として実施しているので、自ら歓迎フェステ

ィバルが実施可能な者と入札により契約すべきだと考える。 

 

（イ）契約額について【県に対する指摘事項】 

予定価格の 15,000 千円を見積依頼の仕様書に提示して、14,999,966 円の見積書を徴し

て契約しているが、鳥取県会計規則で「予定価格を記載した書面を封書にし、見積書と比

較する際これを同じ場所に置かなければならない。」とあり、当該随意契約においては予

定価格を提示すべきではなく、適正に執行していただきたい。 
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（２）式典会場における安全対策費 

ア 事業の概要 

記念式典の会場には空調設備がないことから、熱中症対策等来場者の安全確保のため、

式典会場の大山総合体育館に空調等を設置する。 

 

イ 決算額 

決算額 8,260千円 

 

ウ 監査の結果 

（ア）契約について【県に対する指摘事項】 

（株）Ａを代表者とするグループのみから見積書を徴取し、１者随意契約されている。 

（株）Ａを代表者とするグループ特定企業体の代表者を（株）Ａをとし、構成員を(株) 

Ｎ、(株) Ｐ、(株) Ｑ及び(株) Ｒと契約しているが、契約者の中に空調機器メーカー

関係者もリース会社もない。 

随意契約の理由として、地方自治法施行令第 167条の２第 1項第２号に定める随意契 

約理由（契約でその性質又は目的が競争入札に適しない場合）に該当（「山の日」の実

施運営をする業者以外だと、電源の確保をはじめ、会場設営の搬入ルートが狭いなど、

当日の会場設営や運営に混乱が生じる）との説明を受けたが、その業者でなければ電源

を確保できない状況ではないにもかかわらず、電源確保も含めて空調機器メーカー等か

ら見積りを取っていない。 

実行委員会が実施する事業であれば、既発注の追加として１者と随意契約することも

理解できるが、県の事業として実施するのであれば、自ら空調機器の設置が可能な者と

入札により契約すべきだと考える。 

 

（イ）契約額について【県に対する指摘事項】 

予定価格の 8,260千円を見積依頼の仕様書に提示して、8,260千円の見積書を徴して

契約しているが、鳥取県会計規則で「予定価格を記載した書面を封書にし、見積書と比

較する際これを同じ場所に置かなければならない。」とあり、当該随意契約においては

予定価格を提示すべきではなく、適正に執行していただきたい。 

 

（ウ）契約の履行について【県に対する指摘事項】 

鳥取県会計規則第 114条において、「契約の相手方は、契約権者の承認を受けなけれ

ば契約の履行を第三者に委託してはならない。」と規定されており、運用方針として「契

約金額等の５０パーセントを超える委託又は業務の中核となる部分の委託は、特段の

理由がある場合を除き、認めることができない。」とある。 
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１者随意契約を行った（株）Ａを代表者とするグループや関連グループには空調機器

メーカーもリース会社もなく、パッケージエアコンや発電機も他の業者からの賃貸等

により行われることは予め容易に想像できることである。 

見積依頼、契約の段階で十分なチェックを行う必要があると考える。 

 

（エ）実行委員会と県との関係性について【県に対する意見】 

実行委員会が契約した実施計画策定業務（1,499 千円）を根拠に、実行委員会実施

事業（50,760 千円）に加えて県実施事業（歓迎フェスティバル 14,999 千円、空調設

備設置 8,260千円）も１者による随意契約を行っている。県と実行委員会は別団体で

あることを十分認識した上で、適正に執行していただきたい。 

 

３ 国立公園満喫プロジェクト等推進事業 

（１）事業の概要 

 大山隠岐国立公園が、日本の国立公園を世界水準の「ナショナルパーク」としてブランド

化を図る「国立公園満喫プロジェクト」のモデル地区として選定された。 

今後、増加が見込まれるインバウンドを取り込む為、ナショナルパークに相応しいビュー

ポイント（登山道、山頂、博物展示施設、展望・休憩所等）の改修等を行い、外国人観光客に

対し魅力ある施設となるよう整備を行う。 

 

ア 自然公園施設等整備事業 

下山野営場の解体工事と槇原駐車場倉庫改修工事。 

 

イ 大山自然歴史館リニューアルオープン記念式典経費  

平成 30年夏にリニューアルオープンの大山自然歴史館について、そのオープニング式典

行事に係る経費等。  

 

ウ 全県トレイルＰＲイベント経費 

 国立公園満喫プロジェクトにおいて、国立公園と周辺地域との連携した取組を促進する

ことへの提案を受け、全県トレイルを活用し、県内、延いては隣県の観光地等への誘客を促

進することについて、ステップアッププログラムへ追加記載された。 

「山の日」記念全国大会及び大山開山１３００年祭に合わせ、ガイドマップの配布・イベ

ントの実施を行うことで、本県の有する自然歩道の魅力をＰＲし、利用促進を図ると共に、

周辺地域への誘客促進を図る。  
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エ 大山公認ガイド育成支援事業費 

国立公園満喫プロジェクトステップアッププログラムにおいて、ガイド育成の取組につ

いても記載されている。 

安心・安全な登山利用を図ることを目的に、公認資格を保有するガイドの育成を進める。 

平成 30年度は関係者との調整のみで、執行額は０円となっている。 

 

オ １３００年祭に向けた当面のトイレの対応 

平成 30 年度早期に６合目及び山頂に仮設携帯トイレブースを設置し、携帯トイレの周知

を図る。 

 

（２）決算額 

   決算額 29,642千円 

 

（３）監査の結果 

特に意見・指摘事項はない。 

 

４「とっとりの山」魅力発信事業 

（１）第３回山ガールサミットｉｎ鳥取大山の開催 

ア 事業の概要 

平成 28 年から８月 11 日が祝日「山の日」となったことを受け、登山、アウトドア等に

対する関心が高まる中、愛好者はもとより、その潜在層（女性、学生等）に対して、情報発

信する取組として平成 28年度に第 1回山ガールサミット in鳥取大山を開催した。平成 30

年度は「山の日」記念全国大会を記念した特別回として開催し、全国に向けて新たなトレ

ンドを発信する。 

〔事業内容〕 

 ・登山・アウトドアに関する著名人を招聘し、山歩き、多角的な自然体験のスタイル等を

提案するアクティビティ、トークセッションの開催 

 ・山ガールファッションショー 

・山クッキングコンテスト等のイベント開催 
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第３回山ガールサミットｉｎ鳥取大山 パンフレット 
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イ 決算額 

  決算額 5,000千円 

 

ウ 監査の結果 

契約額について【県に対する意見】 

 企画運営及び記事掲載業務を一者随意契約により、（株）Ｓに委託している。 

「山ガールサミット」の商標を（株）Ｓが持っているため、随意契約となることは

理解できるが、事業実施の参考とするために依頼した見積書の見積額は 7,404,500円

であったものが、契約時には見積額が 5,000,000円となり、予定価格も 5,000,000円

で同額の業務委託契約書が作成されている。 

7,404,500 円の見積書には明細書が添付されているが、5,000,000 円の見積書は一

行だけで全く明細が添付されていない。 

 見積書は明細まで記載されたものを添付して検討するようにしていただきたい。 
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（２）第３回わかさ「氷ノ山」山フェスの開催 

ア 事業概要 

団体Ｔと業務委託契約を締結し、地元市町村、兵庫県と連携し、氷ノ山自然ふれあい

館「響の森」を拠点として「山の日」の意義や氷ノ山の自然の魅力を情報発信、体験す

るイベントを開催する。 

また、国道４８２号線の全線開通により、兵庫県との連携が促進されることが予想さ

れるため、本イベントも開通に向けての気運醸成を図るとともに、次年度以降の交流イ

ベントとして位置づける。 

〔事業予定内容〕 

①地元音楽愛好家による子供向けコンサートやトワイライトコンサートなど 

②月や星の観察 

③アウトドア関連の衣料や地元飲食店等による飲食物の販売ブース出展 

 

イ 決算額 

    決算額 571千円 

 

ウ 監査の結果 

変更契約について【県に対する意見】 

平成 30 年 10 月 6 日に氷ノ山自然ふれあい館「響の森」周辺において、コンサー

ト、月や星の観察、飲食ブースの出展によるイベントを開催予定であったが、台風２

５号の接近を受けて契約書第 14条に基づき、協議を行い、中止を決定した。イベント

の実施経費については、既に実施済みの広告宣伝費及び中止により支払う必要のある

キャンセル料についてのみ支払うこととされたが、同契約第 14条に定める委託料限度

額の変更契約が締結されず、精算で減額されている。 

同契約第 14条に基づき、変更契約をすべきだったと思われる。 

 

第 3 回わかさ「氷ノ山」山フェス・イベント（仮称）」企画運営業務委託契約書  ～抜粋～ 

 

（契約の変更） 

第１４条 天災、荒天その他やむを得ない理由により、業務の全部又は一部を実施することが

できないと甲が認めるときは、甲は乙と協議し、委託業務の内容を変更することができる。こ

の場合において、委託料限度額を変更する必要があるときは、甲乙協議して変更契約によりこ

れを定める。 
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（３）「とっとりひと筆書きトレイルルートマップ」の作成 

ア 事業の概要 

県内の主要トレイルルートをつなぎ、景勝地や名所を結ぶロングトレイルルート「とっ

とり横断ロングトレイル」を策定。平成 29 年度予算でガイドマップ制作、平成 30 年度予

算で印刷の予定だったが、平成 29 年度予算を繰越して制作と印刷をまとめて行った。（平

成 30年度予算は執行せず。） 

 

イ 決算額 

決算額 2,073千円 

 

ウ 監査の結果 

  特に意見・指摘事項はない。 

 

（４）自然体験活動・自然保護普及啓発 

ア 事業の概要 

（ア）氷ノ山キャリーアップボランティア 

 氷ノ山登山道の維持管理に必要な資材をボランティアにより荷上げを行う。 

（イ）三徳山ふれあい自然体験教室 

 三徳山、小鹿渓の自然観察会を環境省レンジャー等と連携して実施。 

（ウ）大山キャリーダウンボランティア 

大山頂上避難小屋のトイレ浄化槽に溜まった汚泥をボランティアで麓まで下ろし回収

する。 

 

イ 決算額 

  決算額 2,147千円 

 

ウ 監査の結果 

  特に意見・指摘事項はない。 

 

（５）とっとりの自然の豊かさと山の魅力発信事業補助金 

ア 事業の概要 

 第３回「山の日」記念全国大会の開催を機に、県の豊かな自然や山の魅力を活かしたこれま

での活動を拡充し、大会への機運醸成や将来にわたり県の豊かな自然や山の魅力の普及啓発に

繋がる取組を実施する団体を支援することを目的に、『第３回「山の日」記念全国大会』機運醸

成支援事業補助金交付要綱（記念大会の拡充部分を対象とする別要綱）を制定し、市町村 10万
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円、その他団体 20万円を上限として補助金を交付している。 

 

イ 決算額 

決算額 1,000千円 

  

ウ 監査の結果 

  特に意見・指摘事項はない。 
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第３ 指摘及び意見の件数 

１ 西部総合事務所地域振興局  

項目名等  指摘  意見  

伯耆国「大山開山 1300年祭」実行委員会主催事業  － － 

市町村協働・連携事業  － ２ 

大山圏域魅力向上に向けた民間団体等の取組支援  － ３ 

1300年祭及び大山圏域の魅力の広報ＰＲ  － － 

伯耆国「大山開山 1300年祭」記念式典等関係事業  － １ 

大山山麓観光推進協議会ＤＭＯ推進調査部会（特別会計）事業 － ２ 

計  － ８ 

２ 生活環境部  

項目名等  指摘  意見  

第３回「山の日」記念事業 実行委員会負担金  －  ３ 

歓迎フェスティバル  ２ － 

式典会場における安全対策費  ３  １  

国立公園満喫プロジェクト等推進事業  －  －  

第３回山ガールサミットｉｎ鳥取大山開催  －  １  

第３回わかさ「氷ノ山」山フェスの開催 －  １  

「とっとりひと筆書きトレイルルートマップ」の作成  －  －  

自然体験活動・自然保護普及啓発 －  －  

とっとりの自然の豊かさと山の魅力発信事業補助金 －  － 

計  ５  ６ 

  

合計  ５ 1４ 

 

 


